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平成２５年度 第２回小牧市児童館運営委員会会議録 

日 時 平成２６年２月１３日 木曜日 １４時～ 

場 所 小牧市役所本庁舎 ３階 ３０１議室 

参加者 【運営委員】 山盛英二、伊木祥子、丹羽孝糸、来治英治、宮内真由美、船橋由美

長江啓司、春見節子、田代知香、山下美和 

 【事務局】 廣畑次長、倉知課長、長江指導保育士、平岡補佐、 

清水センター長、杉山館長、鷲見館長、波多野館長、佐尾山館長、 

山本館長、小林館長、坪井館長、日比野係長、赤堀主事 

欠席者 【運営委員】 無 

傍聴人 無 

司 会 倉知課長 

１ あいさつ 

委員長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

健康福祉部次長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年 2 回、児童館の運営について委員の方から意見をいただく会です。日頃お気づき

の点を意見として述べていただきたいと思います。小学生に対しては市の公共施設も

手厚く様々な企画をしてくれるが、中高生についてはそのあたりが寂しく感じられま

す。各地の状況を調べてみますと、中高生の居場所づくりに児童館が積極的に開放し

ているところがあります。小牧市でも取り組んでいただいているが、まだまだではな

いかと思う。もう 1点はいろいろ公園があるが、その公園は子どもの満足するような

公園だろうかと考えたときに、ボール遊びをしてはいけませんなど禁止事項があった

り、騒いでいると近所の方から苦情があったりします。子どもにとって良い地域とし

ての条件を満たしているのか、子どもが思い切り遊べる場、プレイパーク(子どもの

期待に沿うあそび場)のように子どもが自由に遊べる場を提供できることは子どもの

成長にとって素晴しいことだと思います。児童館は子どもの居場所作りということで

も地域の中でも大切な役割があります。今日ご報告をいただいて、より子どもにとっ

て良い児童館となるよう委員の皆様に意見を出していただきたいと思います。 

 

日頃は児童福祉行政にご理解ご協力いただきまして誠にありがとうございます。現

在、新基本計画として平成２６年から３０年度までの総合計画の見直しを行っていま

す。その中で地域ブランドコンセプトとして都市ビジョンの１番として「子ども夢チ

ャレンジ№１都市」が出てきています。また公共施設の開業日の拡大で、平成２６年

度より小牧児童館、北里児童館が年末年始を除く全日開館となります。 

子育て支援においては病時保育では 2 つ目の医療機関と契約、児童クラブは 26 年

度から 4 年生、27 年から 5 年生、28 年には全学年まで拡大されます。小牧市では児

童館 8館が地域に密着した様々な事業を展開しているが、昨今の社会情勢では虐待や

いじめなど子どもを取り巻く環境は厳しい状況にあります。こうした中、児童館の役

割は大きくなっていると考えています。委員の皆様には児童館の活動や求められる役

割について忌憚のないご意見をお願します。 
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２ 報告 

児童センター長 

各館長 

 

 

司会 

 

委員 

 

センター長 

 

 

委員長 

 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

委員 

 

 

 

小牧児童館館長 

 

委員 

 

 

 

 

（１）平成 25年度児童館活動方針について 

資料１－１～１－８により説明 

（２）平成 25年度児童館利用状況について 

資料２により説明 

 

何かご質問、ご意見等はございませんか。 

 

健全育成講座では託児をしていますか。また、ボランティアの方を頼まれていますか。 

 

子育てに関わる方が対象なので託児を行っており、ボランティアの方をお願いしてい

ます。 

 

運営協議会のメンバーに中高生が含まれていますか。中高生をボランティアとして会

議の企画など一緒に運営にたずさわることはありますか。大きな子が来館すると小さ

い子達は怖がって遊べなくなる状況があるが、時間帯を区切る等、中高生がより利用

しやすくなるような考えや状況はありますか。また、子育て支援の面ではどこの館も

充実してきているので、今の状況を続けていただきたい。 

 

地域運営委員会は地域住民の代表ということで基本的には大人の方となっています。 

中高生から意見をもらうのも良いかと思いますが、学業・部活などもあり、今のとこ

ろ大人で設置されています。また、中高生と小さい子との住み分けについては、平日

は来館する時間帯が異なったりしますし、ぶつからない様に部屋の使い方に配慮して

います。支援課としましても子育て支援の方を活性化していきたいと考えており、ご

理解をいただきたいと思います。 

 

小牧児童館現状報告の小・中高生との関わりの中の“興味や好奇心を持って体験でき

るよう遊びやもの作りを考えたことで”とありますが具体的にはどういったことをさ

れているでしょうか。 

 

職員が手作りした物や最近購入したサッカーのゲームは、長時間遊んでいます。 

 

母と子から児童館にお世話になり、そこで知り合ったお母さんとは今でも交流があり

ます。小学生の子どもも公園でボール使用禁止だったりするので、児童館を利用しま

すが、親として児童館なら安心して送り出すことができます。また、中学生の子は勉

強をしに児童館に出掛けますし、中学校のブラスの発表などもあり、助かっています。 
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３ 指定管理者に

ついて 

事務局 

 

 

 

４ 児童館アンケ

ート結果について 

事務局 

 

 

 

 

司会 

 

副委員長 

 

 

 

５ 議事 

児童センター長 

 

 

委員長・委員 

 

児童センター長 

 

 

委員長・委員 

 

児童センター長 

 

 

委員長・委員 

 

委員長 

今年度、西部児童館・小牧児童館の更新がありましたので、事務局から報告をしま

す。 

資料３－１・３－２により説明 

指定管理者制度を導入することにより、開館時間の延長・年末年始、メンテナンス

日を除く全日開館など市の運営では難しいところを補っていただいています。 

 

資料４により説明 

昨年の課題であった保護者が気軽に悩みを相談できる体制作りはできてきている

が、緊急時の対応についての認知度は低い結果がでており、様々な機会や掲示を利用

して周知していく必要性があります。年齢による児童館内の住み分けについての意見

も多数あり、様々な年代の利用者が気持ちよく過ごせるような場所・時間の住み分け、

年齢に応じた遊びの提供、関わり方が望まれているということがわかりました。 

 

報告事項全体を通して何かご意見がありましたら、お願します。 

 

他市の利用者が小牧は児童館が充実しており、楽しく利用したと言われた。安心安

全、あたたかい児童館ということがどの児童館にも組み込まれています。そして利用

者の数ではなく内容を充実していただき、あたたかく丁寧に関わっていただけたらと

思います。 

 

・平成２６年度小牧市児童館活動方針・活動目標(案)について 

資料５により説明 

 

原案通り承認 

 

・平成２６年度児童館クラブ活動・行事計画(案)について 

資料６－１・６－２により説明 

 

原案通り承認 

 

・平成２６年度児童館の子育て支援(案)について 

資料７により説明 

 

原案通り承認 

 

予定されている議事は以上です。事務局お願いします。 
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司会 

 

委員 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

全体を通じて何か質問等はございませんか。 

 

児童館便りのカレンダーの始まりが月曜日からと日曜日からとがあり、「あれ。」

と思いましたが、皆さんはどうでしょうか。ほとんどのカレンダーが日曜日からで

すよね。全館一度に見るので気になるのでしょうが。 

 

見やすさ・分かりやすさとかは大切ですので、曜日の配置など心がけていきたいと

思います。 

 児童館が8館ある市もあまり無く、市の方針として中学校区に1つ配置をしました。 

今後とも児童館をよろしくお願いしたいと思います。これをもちまして平成 25年度 

第 2 回小牧市運営委員会を閉じさせていただきます。ありがとうございました。 

 

 

 


